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　在留外国人、訪日外国人が増加している現状におい
て、坂戸・鶴ヶ島消防組合では多言語通訳システムを導
入しました。
　このシステムは14
言語の通訳が24時間
対応可能です。119番
通報を受けた通信指令
員及び現場活動隊員
が、日本語を話せない
外国人とのコミュニ
ケーションを取るため
の手段とすることで、
外国人も日本人と同様
な災害対応ができるこ
とを目的としています。

　海老名市消防署では、平成29年９月10日、市境を流
れる一級河川相模川の河川敷において、遠距離中継送水
訓練を実施しました。訓練では、大規模な地震や火災に
より使用できる消防水利が限られた状況を想定し、消防
団ポンプ車７台、消防署ポンプ車１台を使用し、約１キ
ロの遠距離中継送水訓練を行いました。この訓練では、
消防ポンプ操作技術及び無線運用の理解を深め、消防署
と消防団の連携強化を図りました。

　堺市美原消防団では、４月から８月にかけ、消防団員
基本訓練を実施しました。
　内容は、規律訓練、防火衣着装訓練、ホース延長訓練、
消火栓取扱訓練、チェーンソーや発電機等の資機材取扱
訓練のほか、住民への指導を目的とした消火器取扱説明
訓練を実施し、消防団員としての基本的な資質及び消防
技術の向上に努めました。
　これらの訓練を継続して実施することで、今後も消防
団イコール地域の防災リーダーとしての役割をしっかり
と果たしていきます。

　当署では、９月24日（日）子供たちの科学の力を育むこ
とを目的としたイベント（青少年のための科学の祭典）にお
いて、消防に科学の力が活かされていることをアピールしま
した。
　消防技術安全所による実験コーナーでは、スプレー缶
のガスによる大きな爆発音を体感し身近な危険物に目を向
けるきっかけとなりました。
　また、三本ハイパーによる救助ロボット実演では、危険
な環境下でも障害物を除去し無人で救助を行うロボットに
「かっこいい！」と大きな歓声と拍手が送られました。
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消防と科学のコラボレーション！
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